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授業科目 NO. 409 小児看護学方法論Ⅰ(看護援助論) 
   Pediatric Nursing I (Nursing Care)   

 

授 業 の 形 態 ： 講義 

単位数（時間数）： 1 単位（15 時間） 

開講年次・学期： 2 年次・後期 

必修・選択の別： 必修 

キ ー ワ ー ド ： 小児看護学，看護過程の展開，検査・処置を受ける子どもの看

護，小児の疾病とその経過の特徴と看護の展開 小児の在宅看護 

      

1 金沢医科大学看護学部の到達目標（全科目共通です） 

① 豊かな人間性と倫理観 

② 看護学の知識と技術、及び実践力 

③ 地域志向を視野に入れた専門性の獲得 

④ 生涯学習能力  

⑤ 国際的視野の獲得 

 

2  学 習 目 標 

  1）一般目標（GIO） 

小児看護学の対象である子どもと家族の特徴を理解した上で、様々な健康レベルにある子ど 

もとその子どもを支える家族への援助に必要な知識と技術を修得する。 

        

2）行動目標（SBO）※カッコ内の数字は上記の金沢医科大学看護学部の到達目標との関連を示す。 

（1）小児医療の現状と課題を理解し子どもと家族への看護について考察することができる。（①） 

（2）小児の状況に特徴づけられる看護について説明できる。（②③） 

（3）小児期にみられる症状とその看護について説明できる。（②） 

（4）小児と家族の看護に関わる看護職と他職種との連携について説明できる。（②③） 

 

3 学 習 内 容 

授業の内容については、授業計画に示す。 
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4 評     価 

評価項目 評価割合 

定期試験成績 ８０％  

実習成績 ％  

レポート １０％  

小テスト ％  

課題 １０％  

合計 １００％  

    （特記事項） 

定期試験については 100 点満点で 60 点以上の成績を取ることで総合評価の対象とする。 

 

5 教 育 担 当 者 

科目責任者：吉川 由希子  

 

教   授   吉川 由希子（小児看護学） 

助   教   小村 未来（小児看護学） 

助   教   横山 裕介（小児看護学） 

非常勤講師    酒林 美紗子（独立行政法人国立病院機構医王病院 看護師） 

 

6 教育担当者の実務経験 

  担当教員は全員、看護師としての実務経験を有している。 

 

7 教  科  書 

  1）奈良間美保他（著）：系統看護学講座 専門Ⅱ 小児看護学概論 小児臨床看護総論、第 14 版、 

医学書院、2024 

2）奈良間美保他（著）：系統看護学講座 専門Ⅱ 小児臨床看護各論、第 14 版、医学書院、2024 

 

8 推 薦 参 考 書 

1）鈴木康之監修 新訂第 2版 写真でわかる重症心身障害児(者)のケアアドバンス インターメ 

ディカ 2024 

2）北住映二ら編集 重症心身障害/医療的ケア児者 診療・看護実践マニュアル 改訂第 2 版 

  診断と治療社 2022 

 

9 準備学習に必要な時間及び具体的な学修内容 

  授業 1 コマにつき、事前学習・事後学習として計 180 分程度必要です。 

 1）教科書の内容は、最低 1 度は目を通すこと。 

2）7・8 回目は、演習を行うので、事前課題で予習を行い、演習に望むこと。 
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10 課題（試験やレポート等）に関するフィードバック 

   課題はコメントを付けて返却。筆記試験の回答用紙は返却し、模範解答を提示する。 

 

11 履修上の注意事項 

1）テキスト・資料は毎回必ず持参すること。 

2）演習では積極的に参加し、グループメンバーと協力し学を深めること。 

 

12 オフィスアワー等 

質問・問い合わせ等は随時受け付けますが、事前にメール等で連絡する。 

吉川：y-yukiko@kanazawa-med.ac.jp 

小村：komura-m@kanazawa-med.ac.jp 

横山：kuyonsa@kanazawa-med.ac.jp 

mailto:komura-m@kanazawa-med.ac.jp


　

第2学年 小児看護学方法論Ⅰ

学期 回数 時限 区分 講義・実習内容 レポート/小テスト等 教員名

後 1 11月30日 (月) 4 講義
健康問題が小児と家族に与える影響
医療の場における子どもの権利と倫理

吉川教授

後 2 12月07日 (月) 4 講義
子どもの状況に特徴づけられる看護　外来・入院・在宅
小児看護学概論・総論　p.212-247

吉川教授

後 3 12月14日 (月) 4 講義
子どもの状況に特徴づけられる看護
災害を受けた看護　虐待を受けた子どもの看護
小児看護学概論・総論　p.212-248

吉川教授

後 4 12月21日 (月) 4 講義
子どもの状況に特徴づけられる看護　急性期・慢性期の看護/移行支援
小児看護学概論・総論　p.196-208,p.248-255

吉川教授,小村助教,
横山助教

後 5 1月18日 (月) 2 講義
子どもの状況に特徴づけられる看護　周手術期・終末期の看護・
小児看護学概論・総論　p.196-208,p.248-255

吉川教授,小村助教,
横山助教

後 6 1月25日 (月) 2 講義 重症心身障害児の看護 レポート
吉川教授,酒林非常

勤講師

後 7 2月01日 (月) 1 講義 検査・処置を受ける子どもの看護 事前課題
吉川教授,小村助教,

横山助教

後 8(0.5) 2月01日 (月) 2 演習 検査・処置を受ける子どもの看護
吉川教授,小村助教,

横山助教

後 2月08日 (月) 2 試験 定期試験
吉川教授,小村助教,

横山助教

開講日 講座・科目群名

小児看護学

小児看護学

小児看護学

小児看護学

小児看護学

小児看護学

小児看護学

小児看護学

小児看護学


